






















































す：X1; X2; : : :を共通の確率分布Fに従う実数値独立確率変数列とし、Xn












平均 m、分散 v の正規分布はどのような自然数 nに対しても平均 m=n、
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正値可測関数 f (x) が（1 で）指数 ½(2 R) の正則変動関数であると
は、任意の k > 0 に対して、
lim
x!1 f (kx)=f(x) = k
½
を満たすときをいいます。特に指数 0 のときを緩慢変動関数といい、指
数 ½ の正則変動関数は x½ と緩慢変動関数の積になります。緩慢変動関
数は徐々に変動が小さくなっていく関数で、次のようにいろいろなもの
があります。l1(x) = c + o(1). ここで、c は正の定数、l2(x) = log x、
l3(x) = (log x)
2、l4(x) = expf(log x)13 cos((log x)13)g。
例えば、裾が正則変動する分布に従う独立同分布列では、独立和を正
規化したものが安定分布へ、最大値を正規化したものがフレシェ分布へ、
それぞれ収束することが知られています。
定義からわかるように正則変動関数は多項式（べき乗関数)オーダーを
滑らかに拡張した概念で、これにより一層精密な扱いが可能になります。
現在では様々な派生概念も生まれており、統計・数学における多くの分野
で活用されています。
6 関連活動
　統計数理研究所では、以下のような一般対象の講座（要事前申込、有
料）や研究者対象の研究集会を行っています。詳細は統計数理研究所ホー
ムページ（http://www.ism.ac.jp/index.html）或いは
志村（http://www.ism.ac.jp/ shimura/）をご覧ください。
公開講座 「極値統計学」（8月25日（水）、26日（木））7月20日（火）
10時から募集開始、先着順40名。
共同研究集会 「極値理論の工学への応用」（秋開催予定）
共同研究集会 「無限分解可能過程に関連する諸問題」（秋開催予定）
